
 
 

WEB シンポジウム「災害研の減災デザイン・実装の成果と活動の展望」を開催しまし

た （2020/11/30） 
 

テーマ：防災・減災、プロジェクトエリア・ユニット制 

場 所：WEB開催 
 

2020年 11月 30日（月）午後 2時から 5時まで、災害科学国際研究所（災害研）は、感染

予防に配慮したWEB会議方式によるシンポジウム、「災害研の減災デザイン・実装の成果と活動

の展望」を主催しました。当研究所は、所内の部門・分野の枠を超え、地域のニーズに即した   

支援に取り組み、東日本大震災の教訓に基づいて今後の複合災害へ備え、仙台防災枠組にも貢献

することを目指して、2016 年 4 月に「プロジェクトエリア・ユニット制」を立ち上げました。 

このエリアの一つ、「総合減災プロジェクト・エリア」は、国内外の地域と都市を対象として  

被害抑止策から復旧・復興活動に至る総合的な減災システムの提案を行うこと、及び、国内外の

社会に対する総合的な減災及び復興システムについて研究し実装を図ることを目的に活動して 

きました。この目的のため、メンバーの防災研究に関するシンポジウムを毎年度、これまで 4回

開催してきましたが、来年度の部門再編のためエリア・ユニット制の最終年度となることから、

これまで４年間の活動と今後の展望を内容とするシンポジウムを開催しました。 

その内容と登壇者の方々は以下の通りです。 
 

第 1部 １．開会挨拶、趣旨説明 （人間・社会対応研究部門 丸谷 浩明 教授） 

２．総合減災プロジェクト・エリア メンバー代表からの発表 

          ① 東日本大震災復興支援 （情報管理・社会連携部門 平野 勝也 准教授）  

② 人材育成（学校・医療・地域等） （情報管理・社会連携部門 佐藤 健 教授） 

          ③ 国際復興・防災支援 （人間・社会対応研究部門 井内 加奈子 准教授） 

             ④ 企業・組織の事業継続 （災害医学研究部門 佐々木 宏之 准教授） 

          ⑤ 防災技術 （災害リスク研究部門 五十子 幸樹 教授） 

第 2部 １．発表を踏まえたコメント （司会 丸谷 浩明 教授） 

① 坂 茂 慶応大学教授 （地域・都市再生研究部門 特任教授（客員）） 

② 武田 真一 宮城教育大学特任教授 （当研究所 学術研究員） 

③ 今村 文彦 当研究所 所長 

         ２．ディスカッション （進行：丸谷 浩明 教授） 

          1の登壇者の皆様、災害研総合減災プロジェクト・エリア メンバー 

         ３．まとめ・閉会挨拶 （地域・都市再生研究部門 村尾 修 教授） 
 

このシンポジウムには、北は北海道から南は九州まで、WEB 方式ならではの幅広い地域から

100 名を超える方にご参加いただいました。第 1 部の発表では、各テーマに関わる複数のメン

バーの活動を紹介し、社会実装の例を示すとともに、他のエリア・ユニットとの横断的な研究成

果も重点的に紹介しました。続く第 2部では、当研究所の幅広い防災研究・活動との連携への期

待、国際比較を踏まえた仮設住宅制度見直しの研究の必要性、地域から信頼を得ている当研究所

の活動の評価と責任、市民との連携の一層の展開の必要性などのコメントをいただきました。ま

た、今村所長からは、当研究所設立の経緯からエリア・ユニット制の立ち上げ、そして今後の活

動まで幅広い説明と将来に向けた意思表明がありました。 

当研究所は、来年度の部門再編で、3 つの研究部門、１つの防災実践部門の体制となります。

東日本大震災発生後 10年の節目を経て、研究及び実践のさらなる展開をめざしています。 

文責：丸谷 浩明（人間・社会対応研究部門） 

（次頁へつづく） 
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